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(1) 技術資料は、PDFファイルで提出してください。
(2)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(1)

(1)

(2) 提出資料に文字切れや「＃＃＃＃」表示があった場合、資料の再提出を依頼します。

　シート名着色の区分は次のとおりです
：発注者専用シート（企業は入力厳禁です！！）
：企業専用シート（企業入力シート（申請企業の基本情報を入力）、質問書など）

：技術資料様式の表紙シート、ファイル使用上の注意事項シート
：「技術提案」、「施工上の留意点」様式シート
：「企業の評価」様式シート
：「配置予定技術者」様式シート
：「地域貢献の評価」様式シート
：「地理的条件の評価」様式シート

　技術資料様式のセルの着色の凡例は次の通りです
着色セルの凡例
（企業）

：「企業入力シート」で入力した情報が表示される箇所（数式でリンク有）
：セルに直接入力が必要な箇所

（発注者）
：「発注者入力シート」や他のシートで入力した情報が表示される箇所（数式でリンク有）
：セルに直接入力が必要な箇所

（企業・発注者共通事項）
：同じシート内で入力した情報が表示される箇所（数式でリンク有）

技術資料作成用エクセルファイル使用上の注意事項

○数式に不具合があった場合の対応について

○技術資料使用時・提出時の注意事項について

○技術資料の提出について

本エクセルファイルに設定されている数式に不具合があり、正しく表示されない場合がありましたら、直接セ
ルに正しいものを記入してください。

行高・列幅不足により文字切れや「＃＃＃＃」表示で出力されていないか、提出する前に必ず印刷物で確
認してください。
文字切れや「＃＃＃＃」表示になっている場合、行高・列幅を広げる、文字を縮小して表示させるなど調整
してください。
技術提案や施工上の留意点の様式に図や表など貼り付けないで下さい。図や表を用いる場合は、必ず別
ファイル（PDFファイル）で提出してください。

発注者が技術審査を行う際、本エクセルファイルが必要となりますので、PDFファイルに併せて本エクセル
ファイルも提出してください。

○本ファイルの位置づけについて

○本エクセルファイルのシート名着色の区分について

○技術資料様式の凡例について

　本エクセルファイルは、技術資料を作成するための作業用ファイルです。本ファイルのみの提出をもって、技術資
料を提出したことにはなりません。

技術資料様式は、「ページ設定」で「白黒印刷」と「印刷範囲」を設定していますので、画面表示の着色セル
も白色で印刷されます。
「技術提案」、「施工上の留意点」様式は、提案記入欄より上部を印刷タイトルの設定で固定していますの
で、提出資料が複数ページに跨る場合、固定部分は全てのページで自動的に表示されます。

○技術資料の審査について
提出があったPDFファイルとエクセルファイルとで記載内容が異なる場合、PDFファイルの記載内容で審査し
ます。

総合評価技術資料の作成手順 

 

（１）はじめに 

 総合評価技術資料は、入札情報サービス（ＰＰＩ）からダウンロードしたエクセル形式の電子ファイ

ルにより作成し、ＰＤＦ形式の電子ファイルに変換して総合評価技術資料として提出します。 

なお、技術資料提出にあたり作成したエクセル形式の電子ファイルの提出にご協力をお願いします。 

 

（２）エクセルファイルの構成 

 エクセルファイルは、総合評価技術資料の様式毎にシートが分かれています。また、シートの目的ご

とにシート名を着色し、区分しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

シートの目的ごとにシート名を

着色し区分しています 
企業入力シート 

（左から 2番目） 
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（３）総合評価技術資料（申請資料）の作成手順 

①「企業入力シート」の入力 （１．企業情報、２．配置予定技術者の氏名） 

  「企業名」、「配置予定技術者の氏名」など、各様式共通情報を「企業入力シート」で入力します。

入力した情報は、各様式に自動的に（数式により）反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＪＶ工事の場合、「企業入力シート」が異なり構成員毎に記入欄が分かれています。 

＜企業入力シート＞ 

様式－ 1

提出日

発注者

住所　　〒

商号又は名称

代表者氏名

１　工事名

２　提出書類（必要な項目について）

担当者

部署

電話番号

FAX番号

Ｅ－ｍａｉｌ ○○＠pref.shimane.lg.jp

県道○線　道路改良工事

○○　○○

公共事業調整スタッフ

0852-22-○○○○

0852-22-○○○○

３　問い合わせ先

　○施工上の留意点（　一般交通に対する安全確保　）　（様式-２）

　○防災協定の締結実績　（様式-９）
　○県管理公共土木施設に関する維持管理業務または海岸漂着物の回収業務の契約実績　（様式-１０）
　○県管理道路を含む除雪業務の契約実績　（様式-１１）

　○施工上の留意点（　現場周辺環境への配慮　）　（様式-２）
　○施工上の留意点（　橋梁下部工の品質確保　）　（様式-２）

（　簡易型　総合評価方式　）

平成26年6月16日

松江市殿町8番地

690-8501

島根県土木部技術管理課

○○　○○

　○○県土整備事務所長  様

　平成26年6月1日付けで入札公告のありました下記工事について、次の書類を添えて提出いたします。

総   合   評   価   技   術   資   料

　○ボランティア活動等への参加実績　（様式-１２）
　○労働福祉関連の状況(a 高齢者の雇用確保)　（様式-１３）
　○労働福祉関連の状況(b 障がい者雇用の実態)　（様式-１４）
　○労働福祉関連の状況(c 育児・介護休業に関する制度)　（様式-１５）

　○配置予定技術者の資格　（様式-６）
　○企業の優良工事表彰（優良工事施工団体表彰）　（様式-５）
　○企業の同種工事の施工実績　（様式-４）
　○企業の工事成績評定点　（様式-３-１、様式-３-２）

　○育児・介護休業に関する制度　チェック表　（様式-１６）

　○配置予定技術者の同種工事の施工経験　（様式-７）
　○配置予定技術者の優秀建設技術者表彰　（様式-８）

＜例：表紙シート＞ 

自動的

に反映 

自動的

に反映 

自動的

に反映 

事務所・営繕課発注工事のみ対象 

R2.8.1～New!!  

『若手・中堅技術者の配置』シートの

年齢に自動的に反映 
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3.押印済資料で提出する評価項目

　「有」を選択した評価項目は、このファイルで技術資料を作成する必要はありません。押印済資料のみ提出してください。

＜企業＞
押印済資料での提出

＜地域貢献＞
押印済資料での提出 様式名

　発注者収受印欄に押印した技術資料の写し（以下「押印済資料」という。）で技術資料を提出する評価項目がある場合は、表のB列（赤枠）に「有」を、ない場合
は「無」を選択してください。

様式名

　○企業の工事成績評定点　（様式-３-１、様式-３-２）
　○企業の優良工事表彰（優良工事施工団体表彰）　（様式-５）

リストから「有」、「無」どちらか
を選択して下さい

リストから「有」、「無」どちらか
を選択して下さい

②「企業入力シート」の入力 （３．押印済資料（※）で提出する評価項目） 

  押印済資料で提出する評価項目をプルダウンで選択し入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例：企業の工事成績評定点の技術資料＞ 

『収受印＋全県適用印』 

→【全県適用】 

収受印欄に収受印と併せて全

県適用 の押印があれば、今

後、上記※機関が発注する全

ての工事において、本書の写

しをもって「企業の工事成績

評定点」の貴社技術資料とみ

なし、その他添付資料の提出

は不要とする。 

＜有効範囲＞ 

令和３年７月３１日までに

入札公告された工事   

発注者が押印 

押印済様式の提出の有無をプ

ルダウンから選択 

※押印済資料 

 「企業の工事成績評定点」、「除雪業務の契約実績」など過去の実績を評価する項目は、１年間提

出資料が同じになります。入札に参加する都度、同じ技術資料・添付資料を作成する負担を軽減す

るため、提出された資料に誤りがなければ、以後、入札参加する工事では、発注者収受印欄に押印

した技術資料の写しのみの提出をもって、技術資料の提出があったものと見なします。 

 

総務部、防災部、農林水産部

及び土木部の事業課、また関

係地方機関が発注する工事が

対象※ 

全県適用 

・『収受印のみ』 

→【当該◯◯事務所のみ適用】 

今後、○○事務所が発注する工事

においてのみ、本書の写しをもっ

て「企業の工事成績評定点」の貴

社技術資料とみなし、その他添付

資料の提出は不要とする。 

『収受印』 

『全県適用印』 
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＜企業＞
押印済資料での提出

＜企業＞
押印済資料での提出

有

＜企業＞
押印済資料での提出

無

2.配置予定技術者の氏名
　表のC・D列（赤枠内）に配置予定技術者情報を入力してください。入力した情報は、各種様式に反映されます。

配置予定技術者 氏名記入欄 生年月日

1 配置予定技術者① 昭和45年1月1日 ←ｙｙｙｙ/m/dで入力
2 配置予定技術者② 昭和55年1月1日 ←ｙｙｙｙ/m/dで入力
3 配置予定技術者③ 平成2年1月1日 ←ｙｙｙｙ/m/dで入力

技術資料の提出方法

【注】

・押印済資料で提出する場合、押印済資料で評価する。

申請する場合は、「企業入力シート」の
「押印済資料での提出」欄で「有」を選択
してください

技術資料の提出方法

【注】

・押印済資料で提出する場合、押印済資料で評価する。

「企業入力シート」の「押印済資料での
提出」欄が未記入ですので、リストから
「有」、「無」どちらかを選択してください

技術資料の提出方法

【注】

・押印済資料で提出する場合、押印済資料で評価する。

別添押印済資料により提出しますので、
本書への記載は省略します

技術資料の提出方法

【注】

・押印済資料で提出する場合、押印済資料で評価する。

本技術資料により提出します

「押印済資料で提出」欄等の入力条件と「技術資料の提出方法」の表示の関係 

 「企業入力シート」の「２．配置予定技術者の氏名」、「３．押印済資料で提出する評価項目」の

入力条件により、押印済資料対象評価項目の技術資料様式の「技術資料の提出方法」欄の表示が切

り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「２．配置予定技術者の氏名」記入欄 

  【未記入の場合】 

 

 

 

 

  【記入した場合】 

  「３．押印済資料で提出する評価項目」の「押印済資料での提出」欄の入力条件により、表示

が切り替わります。 

 

○「３．押印済資料で提出する評価項目」の「押印済資料での提出」 

  【何も選択しない場合（初期設定）】 

 

 

 

 

  【「有」を選択した場合】 

 

 

 

 

  【「無」を選択した場合】 

 

 

 

 

 

 

「企業入力シート ３．押印済資

料」の「押印済資料での提出」欄の

選択により、表示内容が切り替わる 
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(1) 技術資料は、PDFファイルで提出してください。
(2)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(1)

(1)

(2) 提出資料に文字切れや「＃＃＃＃」表示があった場合、資料の再提出を依頼します。

　シート名着色の区分は次のとおりです
：発注者専用シート（企業は入力厳禁です！！）
：企業専用シート（企業入力シート（申請企業の基本情報を入力）、質問書など）

：技術資料様式の表紙シート、ファイル使用上の注意事項シート
：「技術提案」、「施工上の留意点」様式シート
：「企業の評価」様式シート
：「配置予定技術者」様式シート
：「地域貢献の評価」様式シート
：「地理的条件の評価」様式シート

　技術資料様式のセルの着色の凡例は次の通りです
着色セルの凡例
（企業）

：「企業入力シート」で入力した情報が表示される箇所（数式でリンク有）
：セルに直接入力が必要な箇所

（発注者）
：「発注者入力シート」や他のシートで入力した情報が表示される箇所（数式でリンク有）
：セルに直接入力が必要な箇所

（企業・発注者共通事項）
：同じシート内で入力した情報が表示される箇所（数式でリンク有）

技術資料作成用エクセルファイル使用上の注意事項

○数式に不具合があった場合の対応について

○技術資料使用時・提出時の注意事項について

○技術資料の提出について

本エクセルファイルに設定されている数式に不具合があり、正しく表示されない場合がありましたら、直接セ
ルに正しいものを記入してください。

行高・列幅不足により文字切れや「＃＃＃＃」表示で出力されていないか、提出する前に必ず印刷物で確
認してください。
文字切れや「＃＃＃＃」表示になっている場合、行高・列幅を広げる、文字を縮小して表示させるなど調整
してください。
技術提案や施工上の留意点の様式に図や表など貼り付けないで下さい。図や表を用いる場合は、必ず別
ファイル（PDFファイル）で提出してください。

発注者が技術審査を行う際、本エクセルファイルが必要となりますので、PDFファイルに併せて本エクセル
ファイルも提出してください。

○本ファイルの位置づけについて

○本エクセルファイルのシート名着色の区分について

○技術資料様式の凡例について

　本エクセルファイルは、技術資料を作成するための作業用ファイルです。本ファイルのみの提出をもって、技術資
料を提出したことにはなりません。

技術資料様式は、「ページ設定」で「白黒印刷」と「印刷範囲」を設定していますので、画面表示の着色セル
も白色で印刷されます。
「技術提案」、「施工上の留意点」様式は、提案記入欄より上部を印刷タイトルの設定で固定していますの
で、提出資料が複数ページに跨る場合、固定部分は全てのページで自動的に表示されます。

○技術資料の審査について
提出があったPDFファイルとエクセルファイルとで記載内容が異なる場合、PDFファイルの記載内容で審査し
ます。

③各様式に申請内容を記入 

 評価項目毎に申請内容を直接入力もしくはプルダウンから選択してください。入力が必要な箇所は、

「青色」着色セルになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置予定技術者①用

                                                                           　　　　　　　　　　　　　　　　　

①

円 円

（始） 平成 年 月 日 平成 年 月 日

（終） 平成 年 月 日 令和 年 月 日

（始） 令和 年 月 日 平成 年 月 日

（終） 令和 年 月 日 令和 年 月 日

点 点

（注１）

（注２）

対
象
工
事

対象期間・対象機関

同種工事の定義

平成22年度から入札公告日前日までに完成及び引き渡しが完了した島根県発
注工事

杭基礎を有する橋梁下部工を含む完成及び引き渡しが完了した工事

一般土木工事、維持修繕工事
土木一式工事、とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ工事、しゅんせつ工事

工事種別
建設工事の種類

特別（特定）ＪＶの場合、出資比率

工事内容

コリンズ登録番号

従事期間

従事時の役職

配置予定技術者　氏名

工
事
名
称
等

工事種別

建設工事の種類

島根１

受注形態

・コリンズ登録番号欄には、①コリンズ登録番号（１０桁の数字）②別資料のみを提出③竣工時の登
録義務なし④竣工登録の手続き中、のいずれかを記入すること。
・空欄とした場合は、評価の対象外とする。

(以下、工事数量等を求めた場合)

施工規模

#N/A
#N/A

請負金額（最終・税込）

施工場所

工
事
概
要

発注機関名

契約上の工期

施工経験① 施工経験②

#N/A

工　　事　　名

会社（企業体）名：
配置予定技術者の同種工事の施工経験

工事成績評定点

形式

コリンズ登録義務
・島根県公共工事共通仕様書改訂（平成１５年２月２４日付け技発第３６９号）により、平成１５年４月１日以降
に契約する工事については、工事請負代金額500万円以上2,500万円未満の工事は【受注、訂正時】のみ
登録するものとしている。
・島根県公共工事共通仕様書改訂（平成２４年３月１６日付け技第６１０号）により、平成２４年４月１日以降に
入札公告する工事については、工事請負代金額が500万円以上は全ての工事において、【受注、変更、完
成、訂正時】にそれぞれコリンズ登録するものとしている。

＜例：配置予定技術者の同種工事の施工経験の技術資料＞ 

自動的に反映 

直接入力 

プルダウンから選択 

同じシートに配置予定技術者①～③の申

請内容を記入（３ページ分あります） 

発注者が「配置予定技術者①用」で入力した情報が「配置

予定技術者②、③用」へ自動的に（数式により）反映 

自動的に反映 

プルダウンから選択 

プルダウンから選択 

入力不要（維持管理業務・除雪でも同様箇所あり） 
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工事成績評定点の平均

（小数第２位を四捨五入）

(1) 対象工事の工事成績評定点一覧表（別紙）を添付すること。
(2)

(3)

(4) 上記事項の外、入札説明書本文にある要件を必ず確認すること。

※必要に応じて設定する事項

技術資料の提出方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【注】

・対象工事が異なる押印済資料を提出した場合、当該評価項目の加算点はゼロとする。

・収受印欄に収受印と併せて全県適用 の押印があれば、上記に○○県土整備事務所が発注する工事と
記載があっても、本書の写しをもって島根県総務部、防災部、農林水産部及び土木部の事業課、関係地
方機関が発注する工事において、その他添付資料の提出は不要とする。

・押印済資料で提出する場合、押印済資料で評価する。

島根県（総務部、農林水産部、土木部）発注工事以外の工事を評価対象にする場合は、各工事の工事
成績評定書の写し及び工事種別・種類を証明する資料を添付すること。また、島根県発注工事以外の工
事で成績評定対象外工事がある場合、成績評定対象外であることを確認するための発注者の証明書の
写しを添付すること。

（様式--１）

評価項目（１）-①

土木一式工事、とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ工事、しゅんせつ工事

企業の工事成績評定点

対象工事

建設工事の種類

工事種別

発注機関

完成年度 平成29年度から令和元年度（完成及び引き渡しが完了）

島根県（総務部、農林水産部、土木部）

会社（企業体）名：

一般土木工事、維持修繕工事

点件8

単年度の対象工事件数が６０件を超える場合、「工事成績評定点の平均」欄の「件数」及び「平均点」は、
自動計算されないため、直接記入すること。

工事種別については、各工事の契約時における「島根県土木工事仕様書」等において確認すること。

78.5

本技術資料により提出します

（収受印）

提 出 事 務 所 名 ：

技術資料提出工事名：

　今後、○○県土整備事務所が発注する工事においては、本書の写しをもって「企業の工事成績評定点」の貴
社技術資料とみなし、その他添付資料の提出は不要とする。

有 効 範 囲 ：

○○県土整備事務所

県道○線　道路改良工事

令和３年７月３１日までに入札公告された工事　　

一覧表（別紙）の入力内容が自動計算一覧表（別紙）の入力内容が自動計算

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例：企業の工事成績評定点の技術資料＞ 
評定一覧 

（H29年度完成工事）様式 

評定一覧 

（H30年度完成工事）様式 

一覧表に対象工事と

工事成績評定点を直

接入力 

一覧表に対象工事と

工事成績評定点を直

接入力 

一覧表で入力した工事成績

評定点が自動的に（数式に

より）反映 

評定一覧 

（R元年度完成工事）様式 

一覧表に対象工事と

工事成績評定点を直

接入力 
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④記載内容（申請内容）の確認 

・行高・列幅不足により文字切れや「＃＃＃＃」表示で出力されていないか、提出する前に必ず印刷物

で確認してください。 

・文字切れや「＃＃＃＃」表示になっている場合、行高・列幅を広げる、文字を縮小して表示させるな

ど調整してください。 

・技術資料様式は、「ページ設定」で「白黒印刷」と「印刷範囲」を設定していますので、画面表示の着

色セルも白色で印刷されます。 

 

【知っていると便利な印刷のポイント】 

 「Ｃｔｒｌ」キーを押しながら、印刷したいシート（シート名の部分）を１枚ずつ左クリックすると

「作業グループ」が設定されます。この状態で、印刷すると１回の印刷で済みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｃｔｒｌ」キーを押しながら、シー

ト名の部分を左クリック 

印刷が終わったら、シート名の部分で右クリッ

クし、「作業グループ解除」を選択 
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（４）技術資料作成用エクセルファイル使用上の注意事項【重要ですので、必ずお読みください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術資料【PDF形式】→提出必須  参考資料【エクセル形式】→提出協力 

数式に誤りがあり、正しく表示されない

場合は、直接セルに正しい情報を入力 

発注者専用シートは、発注者が効率的に

技術資料作成、技術審査を行うために必

要なものです。触れないでください。 

記載漏れ等は、評価対象外 
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※竣工年度ではありません

(1)

(2)
(3) 「工事名の区分」欄は、「契約工事名」、「表彰状記載工事名」のいずれかを選択すること。

(4) 上記事項の外、入札説明書本文にある要件を必ず確認すること。

（様式-）

評価項目（１）-③

受賞年度

表彰者の区分

工事名

工事名の区分

企業の優良工事表彰（優良工事施工団体表彰）

対
象
工
事

対象年度
対象機関

工事種別

建設工事の種類

工事種別

建設工事の種類

表彰の受賞が２回以上ある場合は、代表的なもの１回分の提出でよい。

表彰状等の写しを添付すること。また、発注者から表彰実績に関する資料が提示された場合は、その写し
の添付でもよい。

島根県内の公共事業において、平成２8年度から令和2年度に、島根県及び中国地
方整備局発注工事で受けた優良工事表彰（優良工事施工団体表彰）

会社（企業体）名：

一般土木工事、維持修繕工事

土木一式工事、とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ工事、しゅんせつ工事

表彰者を選択

「契約工事名」、「表彰状記載工事名」を選択

（５）提出が必要な資料と技術資料の対象について 

  技術審査は「総合評価方式（建設工事）技術資料の審査の統一事項」に基づき行います。 

提出が必要な書類と技術審査の対象資料は、以下をご確認ください。 

 

※技術管理課ホームページリンク 

・総合評価方式（建設工事）技術資料の審査の統一事項（R7.8.1適用） 

※http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kouji/kouji_info/sougouhyouka/index.data/R7-1touitsujikou_ver1.0.pdf 

・総合評価方式（建設工事）技術資料の審査の統一事項（具体事例）（R7.8.1適用） 

※http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kouji/kouji_info/sougouhyouka/index.data/R7-2touitsujikou_ver1.0.pdf 

・技術資料の作成提出等に関する Q＆A（R7.8.1適用） 

※http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kouji/kouji_info/sougouhyouka/index.data/R7-3touitsujikou_ver1.0.pdf 

 

○実績が無いなど加算対象外の技術資料は、提出は不要です。 

（例：企業の優良工事表彰（優良工事施工団体表彰）の技術資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「対象なし」など

記載不要 

技術資料の提出は、不要 

 

【重要】 

エクセルファイルのシートは、

絶対に削除しないでください。 

http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kouji/kouji_info/sougouhyouka/index.data/R7-1touitsujikou_ver1.0.pdf
http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kouji/kouji_info/sougouhyouka/index.data/R7-2touitsujikou_ver1.0.pdf
http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kouji/kouji_info/sougouhyouka/index.data/R7-3touitsujikou_ver1.0.pdf
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対象：

○企業としてのボランティア活動への参加実績

(1)
(2) 従業員数の欄には、当該活動時点の常用雇用労働者と短時間労働者の合計人数を記載すること。
(3) 入札説明書本文にある要件を必ず確認すること。

○企業としてのハートフルしまねの参加実績があれば、下表を記載すること。

(1) 活動箇所が確認できる資料（位置図）を添付すること。
(2) 従業員数の欄には、当該活動時点の常用雇用労働者と短時間労働者の合計人数を記載すること。
(3) 入札説明書本文にある要件を必ず確認すること。

技術資料の提出方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※

平成２５年 4人

平成２４年 平成13年1月1日 ○○２ 1人

平成14年2月2日 ○○４ 3人○○３

2人○○１

登録団体名

活動したことを証明する資料と活動箇所が確認できる資料（位置図）を添付すること。

対象年度 活動箇所 年間延べ参加人数 従業員数

平成２４年 ○○５ 5人 6人

平成２５年 ○○６ 7人 8人

押印済資料で提出する場合、本書に記載があっても評価
対象としません。

別添押印済資料により提出しますので、本
書への記載は省略します

 今後、○○県土整備事務所が発注する工事においては、本書の写しをもって「ボランティア活動等への参加実績」の貴
社技術資料とみなし、その他添付資料の提出は不要とする。
　ただし、本提出書類では契約実績が確認できない（評価対象となる施工範囲を満足していないなど）場合、再度、技術
資料及び必要な添付資料の提出が必要である。

 （収受印）

技 術 資 料 提 出 工 事 名 ： 県道○線　道路改良工事

提 出 事 務 所 名 ： ○○県土整備事務所

有 効 範 囲 ： 平成２７年５月３１日までに入札公告された工事　　　　　　　　　　　　

（様式-１２）

評価項目（４）-④

ボランティア活動等への参加実績

会社（企業体）名： 島根県土木部技術管理課

平成２４年度及び平成２５年度における島根県内で実施されたボランティア活動又はハートフルしまねの参加実績

対象年度 活動年月日 活動箇所 参加人数 従業員数活動内容

愛護団体認定証記載

の団体名を記入

（様式－２）
評価項目（１）－①

課題：
（発注者記載欄）
施工上の留意点の記載方法等について

・ 制約（留意）事項等は、入札説明書本文を参照すること。
・

・

・ 「共通仕様書、当該工事の仕様書・設計図書等に示されたとおり」類の記述は提案と認めない。
・ 提案がない場合は、標準点を０点とする。

具体的な施工方法等（以下、会社記載欄） ※

※印の欄には記入しないでください。（発注者記入欄）

評価結果

※

会社（企業体）名： 島根県土木部技術管理課

施工上の留意点

記載する内容は説明の要点（目的、具体的な手法＜施工数量、施工位置、施工範囲、施工期間、
使用材料、使用機械等＞、効果、技術的な根拠等）が分かり易いようにまとめることとし、提案は３個ま
でとする。

※「○（評価する）」とした提案以外については、履行義務なしとする。「×」とした提案は実施を認めない。

①

②

③

橋梁下部工の品質確保

共通仕様書等に示された内容に従った施工等であっても、当該工事の特徴を踏まえ、具体的に記述する
こと。

   施工上の課題として留意すべき事項に関し、現地で講ずる工夫等についての提案を記載する。

（様式－２）
評価項目（１）－①

課題：
（発注者記載欄）
施工上の留意点の記載方法等について

・ 制約（留意）事項等は、入札説明書本文を参照すること。
・

・

・ 「共通仕様書、当該工事の仕様書・設計図書等に示されたとおり」類の記述は提案と認めない。
・ 提案がない場合は、標準点を０点とする。

具体的な施工方法等（以下、会社記載欄） ※

※印の欄には記入しないでください。（発注者記入欄）

評価結果

※

会社（企業体）名： 島根県土木部技術管理課

施工上の留意点

記載する内容は説明の要点（目的、具体的な手法＜施工数量、施工位置、施工範囲、施工期間、
使用材料、使用機械等＞、効果、技術的な根拠等）が分かり易いようにまとめることとし、提案は３個ま
でとする。

※「○（評価する）」とした提案以外については、履行義務なしとする。「×」とした提案は実施を認めない。

①

②

③

橋梁下部工の品質確保

共通仕様書等に示された内容に従った施工等であっても、当該工事の特徴を踏まえ、具体的に記述する
こと。

   施工上の課題として留意すべき事項に関し、現地で講ずる工夫等についての提案を記載する。

（様式－２）
評価項目（１）－①

課題：
（発注者記載欄）
施工上の留意点の記載方法等について

・ 制約（留意）事項等は、入札説明書本文を参照すること。
・

・

・ 「共通仕様書、当該工事の仕様書・設計図書等に示されたとおり」類の記述は提案と認めない。
・ 提案がない場合は、標準点を０点とする。

具体的な施工方法等（以下、会社記載欄） ※

※印の欄には記入しないでください。（発注者記入欄）

評価結果

※

会社（企業体）名： 島根県土木部技術管理課

施工上の留意点

記載する内容は説明の要点（目的、具体的な手法＜施工数量、施工位置、施工範囲、施工期間、
使用材料、使用機械等＞、効果、技術的な根拠等）が分かり易いようにまとめることとし、提案は３個ま
でとする。

※「○（評価する）」とした提案以外については、履行義務なしとする。「×」とした提案は実施を認めない。

①

②

③

橋梁下部工の品質確保

共通仕様書等に示された内容に従った施工等であっても、当該工事の特徴を踏まえ、具体的に記述する
こと。

   施工上の課題として留意すべき事項に関し、現地で講ずる工夫等についての提案を記載する。

様式－ 1

提出日

発注者

住所　　〒

商号又は名称

代表者氏名

１　工事名

２　提出書類（下記項目の該当するもの）

担当者

部署

電話番号

FAX番号

Ｅ－ｍａｉｌ

○○　○○

　○○県土整備事務所長  様

　平成27年1月1日付けで入札公告のありました下記工事について、別添のとおり書類を添えて提出いたします。

総   合   評   価   技   術   資   料

　○ボランティア活動等への参加実績　（様式-１２）
　○労働福祉関連の状況(a 高齢者の雇用確保)　（様式-１３）
　○労働福祉関連の状況(b 障がい者雇用の実態)　（様式-１４）
　○労働福祉関連の状況(c 育児・介護休業に関する制度)　（様式-１５）

　○配置予定技術者の資格　（様式-６）
　○企業の優良工事表彰（優良工事施工団体表彰）　（様式-５）
　○企業の同種工事の施工実績　（様式-４）
　○企業の工事成績評定点　（様式-３-１、様式-３-２）

　○育児・介護休業に関する制度　チェック表　（様式-１６）

　○配置予定技術者の同種工事の施工経験　（様式-７）
　○配置予定技術者の優秀建設技術者表彰　（様式-８）

（　簡易型　総合評価方式　）

平成27年1月20日

松江市殿町８番地

690-8501

島根県土木部技術管理課

○○@pref.shimane.lg.jp

県道○線　道路改良工事

○○　○○

公共事業調整スタッフ

0852-22-○○○○

0852-22-○○○○

３　問い合わせ先

　○施工上の留意点（　一般交通に対する安全確保　）　（様式-２）

　○防災協定の締結実績　（様式-９）
　○県管理公共土木施設に関する維持管理業務または海岸漂着物の回収業務の契約実績　（様式-１０）
　○県管理道路を含む除雪業務の契約実績　（様式-１１）

　○施工上の留意点（　現場周辺環境への配慮　）　（様式-２）
　○施工上の留意点（　橋梁下部工の品質確保　）　（様式-２）

対象：

○企業としてのボランティア活動への参加実績

(1)
(2) 従業員数の欄には、当該活動時点の常用雇用労働者と短時間労働者の合計人数を記載すること。
(3) 入札説明書本文にある要件を必ず確認すること。

○企業としてのハートフルしまねの参加実績があれば、下表を記載すること。

(1) 活動箇所が確認できる資料（位置図）を添付すること。
(2) 従業員数の欄には、当該活動時点の常用雇用労働者と短時間労働者の合計人数を記載すること。
(3) 入札説明書本文にある要件を必ず確認すること。

技術資料の提出方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※

平成２５年 4人

平成２４年 平成13年1月1日 ○○２ 1人

平成14年2月2日 ○○４ 3人○○３

2人○○１

登録団体名

活動したことを証明する資料と活動箇所が確認できる資料（位置図）を添付すること。

対象年度 活動箇所 年間延べ参加人数 従業員数

平成２４年 ○○５ 5人 6人

平成２５年 ○○６ 7人 8人

押印済資料で提出する場合、本書に記載があっても評価
対象としません。

別添押印済資料により提出しますので、本
書への記載は省略します

 今後、○○県土整備事務所が発注する工事においては、本書の写しをもって「ボランティア活動等への参加実績」の貴
社技術資料とみなし、その他添付資料の提出は不要とする。
　ただし、本提出書類では契約実績が確認できない（評価対象となる施工範囲を満足していないなど）場合、再度、技術
資料及び必要な添付資料の提出が必要である。

 （収受印）

技 術 資 料 提 出 工 事 名 ： 県道○線　道路改良工事

提 出 事 務 所 名 ： ○○県土整備事務所

有 効 範 囲 ： 平成２７年５月３１日までに入札公告された工事　　　　　　　　　　　　

（様式-１２）

評価項目（４）-④

ボランティア活動等への参加実績

会社（企業体）名： 島根県土木部技術管理課

平成２４年度及び平成２５年度における島根県内で実施されたボランティア活動又はハートフルしまねの参加実績

対象年度 活動年月日 活動箇所 参加人数 従業員数活動内容

愛護団体認定証記載

の団体名を記入

（様式－２）
評価項目（１）－①

課題：
（発注者記載欄）
施工上の留意点の記載方法等について

・ 制約（留意）事項等は、入札説明書本文を参照すること。
・

・

・ 「共通仕様書、当該工事の仕様書・設計図書等に示されたとおり」類の記述は提案と認めない。
・ 提案がない場合は、標準点を０点とする。

具体的な施工方法等（以下、会社記載欄） ※

※印の欄には記入しないでください。（発注者記入欄）

評価結果

※

会社（企業体）名： 島根県土木部技術管理課

施工上の留意点

記載する内容は説明の要点（目的、具体的な手法＜施工数量、施工位置、施工範囲、施工期間、
使用材料、使用機械等＞、効果、技術的な根拠等）が分かり易いようにまとめることとし、提案は３個ま
でとする。

※「○（評価する）」とした提案以外については、履行義務なしとする。「×」とした提案は実施を認めない。

①

②

③

橋梁下部工の品質確保

共通仕様書等に示された内容に従った施工等であっても、当該工事の特徴を踏まえ、具体的に記述する
こと。

   施工上の課題として留意すべき事項に関し、現地で講ずる工夫等についての提案を記載する。

（様式－２）
評価項目（１）－①

課題：
（発注者記載欄）
施工上の留意点の記載方法等について

・ 制約（留意）事項等は、入札説明書本文を参照すること。
・

・

・ 「共通仕様書、当該工事の仕様書・設計図書等に示されたとおり」類の記述は提案と認めない。
・ 提案がない場合は、標準点を０点とする。

具体的な施工方法等（以下、会社記載欄） ※

※印の欄には記入しないでください。（発注者記入欄）

評価結果

※

会社（企業体）名： 島根県土木部技術管理課

施工上の留意点

記載する内容は説明の要点（目的、具体的な手法＜施工数量、施工位置、施工範囲、施工期間、
使用材料、使用機械等＞、効果、技術的な根拠等）が分かり易いようにまとめることとし、提案は３個ま
でとする。

※「○（評価する）」とした提案以外については、履行義務なしとする。「×」とした提案は実施を認めない。

①

②

③

橋梁下部工の品質確保

共通仕様書等に示された内容に従った施工等であっても、当該工事の特徴を踏まえ、具体的に記述する
こと。

   施工上の課題として留意すべき事項に関し、現地で講ずる工夫等についての提案を記載する。

（様式－２）
評価項目（１）－①

課題：
（発注者記載欄）
施工上の留意点の記載方法等について

・ 制約（留意）事項等は、入札説明書本文を参照すること。
・

・

・ 「共通仕様書、当該工事の仕様書・設計図書等に示されたとおり」類の記述は提案と認めない。
・ 提案がない場合は、標準点を０点とする。

具体的な施工方法等（以下、会社記載欄） ※

※印の欄には記入しないでください。（発注者記入欄）

評価結果

※

会社（企業体）名： 島根県土木部技術管理課

施工上の留意点

記載する内容は説明の要点（目的、具体的な手法＜施工数量、施工位置、施工範囲、施工期間、
使用材料、使用機械等＞、効果、技術的な根拠等）が分かり易いようにまとめることとし、提案は３個ま
でとする。

※「○（評価する）」とした提案以外については、履行義務なしとする。「×」とした提案は実施を認めない。

①

②

③

橋梁下部工の品質確保

共通仕様書等に示された内容に従った施工等であっても、当該工事の特徴を踏まえ、具体的に記述する
こと。

   施工上の課題として留意すべき事項に関し、現地で講ずる工夫等についての提案を記載する。

様式－ 1

提出日

発注者

住所　　〒

商号又は名称

代表者氏名

１　工事名

２　提出書類（下記項目の該当するもの）

担当者

部署

電話番号

FAX番号

Ｅ－ｍａｉｌ

○○　○○

　○○県土整備事務所長  様

　平成27年1月1日付けで入札公告のありました下記工事について、別添のとおり書類を添えて提出いたします。

総   合   評   価   技   術   資   料

　○ボランティア活動等への参加実績　（様式-１２）
　○労働福祉関連の状況(a 高齢者の雇用確保)　（様式-１３）
　○労働福祉関連の状況(b 障がい者雇用の実態)　（様式-１４）
　○労働福祉関連の状況(c 育児・介護休業に関する制度)　（様式-１５）

　○配置予定技術者の資格　（様式-６）
　○企業の優良工事表彰（優良工事施工団体表彰）　（様式-５）
　○企業の同種工事の施工実績　（様式-４）
　○企業の工事成績評定点　（様式-３-１、様式-３-２）

　○育児・介護休業に関する制度　チェック表　（様式-１６）

　○配置予定技術者の同種工事の施工経験　（様式-７）
　○配置予定技術者の優秀建設技術者表彰　（様式-８）

（　簡易型　総合評価方式　）

平成27年1月20日

松江市殿町８番地

690-8501

島根県土木部技術管理課

○○@pref.shimane.lg.jp

県道○線　道路改良工事

○○　○○

公共事業調整スタッフ

0852-22-○○○○

0852-22-○○○○

３　問い合わせ先

　○施工上の留意点（　一般交通に対する安全確保　）　（様式-２）

　○防災協定の締結実績　（様式-９）
　○県管理公共土木施設に関する維持管理業務または海岸漂着物の回収業務の契約実績　（様式-１０）
　○県管理道路を含む除雪業務の契約実績　（様式-１１）

　○施工上の留意点（　現場周辺環境への配慮　）　（様式-２）
　○施工上の留意点（　橋梁下部工の品質確保　）　（様式-２）

（６）技術資料提出時のお願い 

①提出ファイルについて 

 

 技術資料は、発注者が評価項目毎に審査しやすいよう、技術資料と添付資料（※）をできる限り１つ

の PDFファイルに統合するとともに、各技術資料の後に関連する添付資料を挿入し提出するようお願い

します。 

 

※添付資料とは、技術資料の評価対象の内容を確認するため発注者が求めた資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術資料 添付資料 

・１つの PDF ファイルに統合 

・各技術資料の後に関連する添付

資料を挿入 
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②添付書類の兼用について 

 次に該当しそれぞれの評価基準や審査基準と整合が確認できる場合、添付資料の兼用を認めます。 

 

・「企業の同種工事の施工実績」と「配置技術者の同種工事の施工経験」について、同じ工事で提出。 

 ・「競争参加資格の配置技術者資格確認資料」と「配置予定技術者の資格」の評価について、資格条件

が同じ。ただし、兼用による提出は、発注者側の競争参加資格と技術資料の審査担当者は異なるこ

とから、資料の所在確認など審査に負担が発生するため好ましくない。 

 

なお、添付資料を兼用する場合は、該当評価項目の技術資料の左上の余白に分かりやすく「○○に資

料添付のため、提出書類を省略する」など記載するようお願いします。 

 

 

 

 

 


